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メモ、を意、警告 

b メモ： コンピュータを使いやす<するための重要な情報を説明してしなす。 

〇 を童： /、ードウエアの損協やデータの損失の可能牲を示し、そのあ険を回避するための方法を説明しています。 

^ 警告： 物的損害、けが、または巧亡のほ因となる巧お性があることを示しています。 

この文書の情報は、事前の通巧な<«更されることがあ y ます。 

© 2008すべての着ホ植は Dell Inc. にちります. 

Dell Inc. の書面による許可のない複卽ホ.いかなるお勒こおいてもあ重に禁じられています。 

本書じ巧用されている商语： DeN、XPS および DELL ロゴは Dell Inc. の商標です。 Bluetooth は Bluetooth SIG, Inc. が巧有するき録商標で、 Dell はライセンスにさづいてを巧しています。 Microsoft. Windows. 
Windows Vista. および Windows Vista スタートボタンのロゴはホ国およびその化の国じおける Microsoft Corporation の商標まらはさ録商標です。 

この义書では.上記記®&かの商读およびをなちが巧巧されている場合があ y ます。これらの商傳や会社ちは--切 Dell Inc. じ质属するものではありません。 

if /レ PP35 し 

2008年12ち Rev.AOO 



























目次に戻る 


IEEE 1394モジュール 

Del|TM Studio XPS ™ 1640 サー ビス マニュアル 

♦ IEEE 1394モジュールの取りがし 

♦ IEEE 1394モジュールの取リイ寸け 


^ 警吿； コン ピュータ巧巧の作業を抢める前に、お巧いの コン ピュータに付*しているガイドの、ま全にお巧いいただ<ためのを意事巧をおなみください。巧をにも'巧いいただくため 
のべストプラクティスの追加情巧に田しては、規が順守ホームぺージ www . dell . com / regulatory _ compliance をご)!ください。 

〇 を意； 静電気による損傷を避けるため、静電気防止用リスいくンドを使用するか、または コン ピュータの背面パネルなど塗装されていない金属面に定期的に触れて、詩電気をき体から除去して 
W ください。 

〇 を意： コンピュータの修理ホ、認可された技術者のみが巧って〈ださい。デルで認められてし々い修理（内部作業）による損傷は、保証の対象となりません。コンピュータにか属してしぶにステ 
y ム情報ガイド』のを全にお使いいただ<ためのま意事項を読み、その指示に従って〈ださい。 

〇 ま 意： コンピュータ内部の巧業を姑める師こ、システム基板への損傷を防ぐため、メインバッテリを取りかします ( コンピュータ内部の 作業を始める 前に を参照）。 


IEEE 1394モジュールの取り外し 


1. 作業を開始する 前に の 手順になって〈ださい。 


2. パームレストホ取りかします ( パームレストの巧り がし を を照）。 


3. IEEE 1394モジュールを固定しているネジをがします。 


4. モジュールケーブルをシステムを巧のコネクタからかします。 


5. モジュールを持ち上げて、コンピュータベースからがします。 



1 

IEEE 1394モジユールケーブルコネクタ 

2 

IEEE 1394モジユール 

3 

ネジ 




IEEE 1394モジュールの取り付け 

1. IEEE 1394モジュールをコンピュータベースに配置します。 

2. モジュールを固定するネジを取りかけます。 

3. モジュールケーブルをシステム基板コネクタに接結します。 

4. パームレストを取りかけます （ パームレストの取りかけ ホ参招）。 

〇 を意； コンピュータの電源を入れる前にすベてのネジを取り付け、コンピュータ巧部にネジが残ってし々いか確認します。内部にネジが残っていると、コンピュータに損傷を与える巧れがありま 
W す。 
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AC アダプタコネクタ 

Dell … Studio XPS …1640 サー ビス マニュアル 


♦ AC アダプタコネクタの取りがし 

♦ AC アダプタコネクタの取リイ寸け 


^ 警吿； コン ピュータ巧巧の作業を抢める前に、お巧いの コン ピュータに付*しているガイドの、ま全にお巧いいただ<ためのを意事巧をおなみください。巧をにお巧いいただくため 
のべストプラクティスの追加情巧に田しては、規が順守ホームぺージ www.dell.com/regulatory_compliance をご)!ください。 

〇 を意； 静電気による損傷を避けるため、静電気防止用リスいくンドを使用するか、またはコンピュータの背面パネルなど塗装されていない金属面に定期的に触れて、詩電気をき体から除去して 
W ください。 

〇 を意： コンピュータの修理ホ、認可された技術者のみが巧って〈ださい。デルで認められてし々い修理（内部作業）による損傷は、保証の対象となりません。コンピュータにか属してしぶにステ 
y ム情報ガイド』のを全にお使いいただ<ためのま意事項を読み、その指示に従って〈ださい。 

〇 ま 意： コンピュータ内部の巧業を姑める師こ、システム基板への損傷を防ぐため、メインバッテリを取りかします ( コンピュータ内部の作業を始める 前に を参照）。 


AC アダプタコネクタの取り外し 


1. 作業を開始する 前に の 手順になって〈ださい。 


2. ディスプレイアセンブリを取りかします （ ディスプレイアセンブリの取り かし を 寒照）。 


3. システム其板を取りみします （ システム真巧の取りが し を 急熙）。 


4. AC アダプタコネクタを固定しているネジをがします。 


5. AC アダプタケーブルを取線ガイドからかしまず。 


6. コネクタを持ち上げて、コンピュータベースから取り出します。 



1 

ネジ 

2 

AC アダプタコネクタ 

3 

AC アダプタコネクタケーブル 




AC アダプタコネクタの取り付け 

1. AC アダプタコネクタをコンピユータベースに配置します。 

2. AC アダプタコネクタを固をするネジを取り付けまず。 

3. AC アダプタケーブルを配線ガイドに通して配線します。 

〇 を意； コンピユータの電源を入れる前にすベてのネジを取り付け、コンピユータ巧部にネジが残っていないか確認します。巧卽にネジが残っていると、コンピユータに損傷を与える恐れがありま 
す。 
















4. システム基板を取り付けます (システムを巧の 取り付けを 参照）。 


5. ディスプレイアセンブリを取り付けます （ディスプレイアセンブリの取りせ けを参照） 
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才ーディオボード 

Del|TM Studio XPS™ 1640 サー ビス マニュアル 

♦ オーディオボードの取り外し 
♦ 才ーディオボードの取り付け 


^ 警吿； コン ピュータ巧巧の作業を抢める前に、お巧いの コン ピュータに付*しているガイドの、ま全にお巧いいただ<ためのを意事巧をおなみください。巧をにお巧いいただくため 
のべストプラクティスの追加情巧に田しては、規が順守ホームぺージ www.dell.com/regulatory_compliance をご)!ください。 

〇 を意； 静電気による損傷を避けるため、静電気防止用リスいくンドを巧巧するか、またはコンピュータの背面パネルなど塗装されていない金属面に定期的に触れて、詩電気をき体から除去して 
W ください。 

〇 を意： コンピュータの修理ホ、認可された技術者のみが巧って〈ださい。デルで認められてし々い修理（内部作業）による損傷は、保証の対象となりません。コンピュータにか属してしぶにステ 
y ム情報ガイド』のを全にお使いいただ<ためのま意事項を読み、その指示に従って〈ださい。 

〇 ま 意： コンピュータ内部の巧業を姑める師こ、システム基板への損傷を防ぐため、メインバッテリを取りかします ( コンピュータ内部の作業を始める 前に を参照）。 


ホーデイオボードの取り外し 


1. 作業を開始する 前に の 手順になって〈ださい。 

2. パームレストを取りかします ( パームレストの取りが し を参隔）。 

3. 才ーディオボードおよびシステム基巧のコネクタからホーディオボードケーブルを巧しまず。 

4. デバイスステータスライトボードの透明シートを取り巧しまず。 

日.システム基板およびオーディオボードコネクタからオーディホ巧地ケーブルを巧し、コンピュータベースから出します。 

6. オーディオボードを固をしている2本のネジをがします。 

7. コンピュータベースから才ーディオボードを持ち上げます。 



1 

オーディオボードケーブルコネクタ (2) 

2 

ホーディオ接地ケーブルコネクタ (2) 

3 

デバイスステータスライトボード透明シート 

4 

オーディオボード 

5 

キジ (2) 




才ーデイオボードの取り付け 


1. オーディオボードをコンピュータベースに配置しまず。 


















2. 才ーディオボードを固定する 2 本のネジを取り付けまず。 


3. オーディホボードケーブルをホーディオボードおよびシステムをあのコネクタじ接続しまず。 

4. デバイスステータスライトボードの透明シートを取り巧けます。 

日.オーディオ巧地ケーブルを取り付■け、システム基板およびオーディオボードコネクタに接続します。 

〇 を 意： コンピュータの電源を入れる前にすベてのネジを取り付け、コンピュータ巧部にネジが残っていないか確認します。巧卽にネジが残っていると、コンピュータに損傷を与える恐れがありま 
W す。 


6. パームレストホ取りがけます （ パームレストの取りがけ ホを照）。 
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ベー スカバー 

Dell … Studio XPS …1640 サー ビス マニュアル 

♦ ベースカバーの取りがし 
♦ ベースカバーの取りせけ 


^ 警吿； コンピュータ巧巧の作業を始める前に、お巧いのコンピュータに付*しているガイドの、ま全にお巧いいただ<ためのを意事巧をおなみください。巧をにも'巧いいただくため 
のべストプラクティスの追加情巧に田しては、規が順守ホームぺージ www . dell . com / regulatory _ compliance をご)!ください。 


A 警吿； この手巧を M おする前に、コンピュータの■おを切 y 、 AC アダプタをコンセントおよびコンビュータから巧 y かして、モデムを壁のコネクタおよびコンピュータから巧 y 外し、 
コンビュータからその化のすべてのかがけケーブルをがします。 

〇 を 意； 詩電気じよる損傷を避けるため、静電気防止用リスいくンドを巧巧するか、または塗装されていない金属面(コンピュータの背面にあるコネクタなど)に定期側こ触れて、静電気をきなから 
、 除去してください。 

〇 を意； コンピュータの修强ホ、認可されたな術者のみが巧って<ださい。デルで認められていない修理（内部作業） I こよる損傷は、保証の巧象となりません。コンピュータに付属している『システ 
、 ム情報ガイド』の安全にお使いいただくためのを意事項を読み、その指示に巧ってください。 

〇 を iR : コンピュータ内部の作業をおめる前に、システム基板への損傷を巧ぐため、メインバッテリを取りがします ( コンピュータ内部の作業を始め る 前にを参照）。 


ベースカバーの取り外し 


1. コンピュータの電源が切れていることを確認します。 


2. / くッテリを取りかします （コンピュータ内卽の作業を始める前に ホを照）。 


3. ベースカバーの10本のネジを緩め、図で示されているように、コンピュータからカバーを斜めに持ち上げます。 


^ 警告； プロセッサヒートシンクには触らないでください。プロセッサコンポーネントは、附抹を受けたサポート担当をだけが巧りかしできます。 



1 

ベースカバー 

2 

ネジ （10) 


ベースカバーの取り付け 

1. ベースカバーのタブをコンピュータの底部に合わせます。 

2. ベースカバー上の10本のネジを締めます。 

3. 所定の位置にカチッと収まるまで、バッテリをバッテリベイに挿入します。 
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バッテリラッチアセンブリ 

Del|TM Studio XPS™ 1640 サー ビス マニュアル 

♦ / くッテリラッチアセンブリの取りかし 
• バッテリラッチアセンブリの取りかけ 

^ 警告： コンピュータ巧前の巧業を巧める前に、お巧いのコンビュータに付属しているガイドの、ま全にお巧いいもだ<ためのを意事巧をお»み<ださい。巧をにお巧いいただくわめ 
のべストプラクティスの追加情巧に田しては、規が順守ホームぺージ www.dell.com/regulatory_compliance をご)!ください。 

〇 を意； 静電気による損傷を避けるため、静電気防止用リスいくンドを使用するか、または コン ピュータの背面パネルなど塗装されていない金属面に定期的に触れて、詩電気をき体から除去して 
W ください。 

〇 を意： コンピュータの修理ホ、認可された技術者のみが巧って〈ださい。デルで認められてし々い修理（内部作業）による損傷は、保証の対象となりません。コンピュータにか属してしぶにステ 
y ム情報ガイド』のを全にお使いいただ<ためのま意事項を読み、その指示に従って〈ださい。 

〇 ま 意： コンピュータ内部の巧業を姑める師こ、システム基板への損傷を防ぐため、メインバッテリを取りかします ( コンピュータ内部の作業を始める 前に を参照）。 


バッテリラッチアセンブリの取り外し 

1. 巧業を開始する 前に の 手順に;走ってください。 

2. システム其あを取りかします （ システム其巧の取りが し を 参熙）。 

3. バッテリラッチアセンブリをコンピュータベースに固定しているネジをがします。 

4. 所定の位置に固をするフックからスプリングをがします。 

5. アセンブリを コン ピュータベースから持ち上げます。 



1 

バツテリラツ于アセンブリ 

2 

ネジ 

3 

バツテリリリースラツチ 

4 

スプリング 


バッテリラッチアセンブリの取り付け 

1. バッテリラッチアセンブリをコンピュータベースのチヤネルに配置します。 

2. バッテリラッチアセンブリをコンピュータベースに固定するネジを取り付けまず。 

3. 細めのドライバを使用して、コンピュータベースのフックにスプリングを取り付けます。 

巧しく取り付けたラッチを、巧したり離したりして、あおなくスムーズに動くか確認します。 

4. システム基板を取り讯ナます （ システム基板の取 y 付け を 参照）。 

〇 ま意； コンピュータの電源を入れる前にすベてのネジを取り付け、コンピュータ巧部にネジが残っていないか確認します。巧卽にネジが残っていると、コンピュータに損傷を与える恐れがありま 
W す。 
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作業を開始する前に 

Del|TM Studio XPS ™ 1640サー ビス マニュアル 

♦ 奨励する ツール 
• コンピュータの電源を切る 
♦ コンピュータ内部の作業をおめる前に 

本項では、コンピュータのコンポーネントの取り巧けおよび取りがしの手順について説明します。特に指示がない限り、それぞれの手順ではな下の条件を満たしていることを前提とします。 
I コンピュータの電脯を切る と コンピュータ巧卽の作業を賠める 前に の手順をすでに完了していること。 

Iコン ピュータに同描の、を全に関する情報を読んでいること。 

I コンポーネントを交換したり、別途購入している場合は、取りかし手順と逆の順番で取り付けができること。 


奨励する ツール 

本書で説明する操俩こは、下のツールカ S 必要です。 
I 小型のマイナスドライバ 
I プラスドライ/く 
I 六角ナットドライバ 
I プ□セッサ取り出し工具 
I BIOS アップグレード巧 CD 


コンピュータの電源を切る 

Q を意： データの損失を防ぐため、開いてし、るすべてのファイルをほをしてから閉じ、実行中のすべてのブログラムを按了してから、コンピュータの電源を切ります。 

1. 開いているファイルをすべて保巧して閉じ、巧用中のブログラムをすべて按了します。 

2. Microsoft ® Windows Vista ® では、 Start (スタート)&矢印 H をクリックしてから、 Shut Down (シャットダウン)をクリックします。 

オペレーティングシステムのシャットダウンブロセスが格了すると、コンピュータの電源が切れます。 

3. コンピュータと取リイ寸けられているすべてのデバイスの電源が切れていることを確認します。オペレーティングシステムをシャットダウンしても、コンピュータおよび取り付けられているデバイスの 
電源が自動的に切れなかった場合は、電源ボタンをかな<とも8抄から10抄間巧し統けてコンピュータの電源を切ります。 


コンピュータ内部の作業を始める前に 

コンピュータへの損傷を阳ぎ、ご自身をを険から守るため、次のを全に関するま意事勒こがって〈ださい。 

^ 警告： 本巧の手巧を曲巧する m に、コンピュータに付■しているガイドの安をにも’巧いいただけこめのを意事巧を a み、そのち示に巧ってください。 

〇 を意： コンポー本ントや力ードの取り扱いには十分ま意してくださし、。力ードのコンポーネントや接点には邮れなし、でください。力ードの端を持ちます。プロセッサのようなコンポーネントは、ピンの 
苗5分ではな < 端を持つようじしてください。 

〇 を意； コンピュータの修理ホ、認可された技術者のみが巧ってください。デルに認可されていない修理（内部作業）による損傷は、保証の巧象となりません。コンピュータにか属している『システム 
W 情報ガイド J のを全にお使いいただ<ためのを意事項を読み、その指示に従ってください。 

の ま意： ケーブルをかす際には、ケーブルそのものを引っ張らず、コネクタまたはそのプルタブを持って引き巧いてください。ケーブルによっては、ロックタブ付きのコネクタがあるケーブルもありま 
ず。このタイプのケーブルを取りがすときは、ロックタブを巧し入れてからケーブルを巧きます。コネクタを巧く樹こは、コネクタピンを曲げないように、まっすぐ引き巧いて〈ださい。また、ケーブル 
を接続ずる胤ホ、両方のコネクタの向きが合っていることを確認してください。 

〇 ホ意： コンピュータの損傷を防ぐため、コンピュータ巧部の作業を巧める前に、次の手順を実行します。 

1. コンピュータのカバーじ協がつかなし、ように、作業台が平らであり、巧れてし、ないことを確認します。 

2. コンピュータの雷源を切ります ( コンピュータの雷源を切る ホを照）。 


3. コンピュータがドッキングデバイスに接続されている場合、ドッキングを解除します。手順じついては、ドッキングデバイスに付属のマニュアルを参照してください。 













Q を意： ネットワークケーブルをがすには、まずケーブルのプラグをコンピュータから外し、次にケーブルをネットワークデバイスからがします。 


4. 電話ケーブルやネットワークケーブルをすべてコンピュータからかします。 

日. ExpressCard スロットおよび 8- in - l メモリカードリーダーに取り付けられている力ードをすべて巧して取り出します。 

6. コンピュータ、および取りかけられているすべてのデバイスをコンセントから巧します。 

Q を意： システム基板への損傷を防ぐため、コンピュータを修理する前にバッテリをバッテリベイから取り巧してください。 

Q を意： コンピュータの損協を化ぐため、本製品き用のバッテリのみを使届して〈ださし、。他の Dell コンピュータ用のバッテリは使用しなし、でくださし、。 

7. コン ピュータをま返します。 

8. バッテリリリースラッチを横にスライドしまず。 

9. バッテリをスライドさせてバッテリベイから取り出します。 



1 

バッテリ 

2 

バツテリリリースラツチ 


10. 電源ボタンを押して、システム基板の詩電気を除去します。 
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BIOS のフラッシュ 

Del|TM Studio XPS ™ 1640サー ビス マニュアル 

♦ CD からの BIOS の フラッシュ 
♦ ハードディスクドライブからの BIOS の フラッシュ 

BIOS アップデートプログラム CD がおしし N システム基概こ同おされている場合は、その CD から BIOS をフラッシュします。 BIOS アップグレード用 CD 力{ない場合は、ハードディスクドライブから 
BIOS をフラッシュします。 


CD からの BIOS のフラッシュ 

1. AC アダプタが巧結されており、メインバッテリが正しく取りかけられてしぶことを確認します。 

^ メモ： BIOS アップグレード用 CD をほって BIOS をフラッシュする場合は、コンピュータを CD から起動するように設をしてから CD を挿入します。 

2. BIOS アップグレード巧 CD を挿入して、コンピュータを再起動します。 

画面の指示になってください。コンピュータは起動を結巧し、新しい BIOS をアッブデートします。フラッシュアッブデートが完了すると、コンピュータは自動的に再起動します。 

3. POST 中に < F 2> を巧してセットアップユーティリティを起動します。 

4. Exit (格了）メニューを選巧します。 

日. Load Setup Defaults (セットアップのデフオルトを口ードする）を選巧してコンピュータのデフオルトをリセットします。 

6. ドライブから、 BIOS アッブグレード用 CD を取り出します。 

7. Exit Saving Changes (変更を保存して終了）を選おして設定のを要を巧をします。 

8. BIOS のアップグレードが完了しコンピュータが自動脚こ再起動します。 


ハードディスクドライブからの BIOS のフラッシュ 

1. AC アダプタが巧結されており.メインバッテリが正しく取りがけられ、ネットワークケーブルが巧結されてしぶことを確認します。 

2. コンピュータの電源を入れます。 

3. お使いのコンピュータ用の最新の BIOS アップデートファイルを support.jp.dell.com で検索します。 

4. Download Now (今すぐダウンロード)をクリックしてファイルをダウンロードします。 

5. Export Compliance 防 sclaimer (輪出に関するコンプライアンスの免責事巧）ウィンドウが表示されたら、 Yes, I Accept this Agreement (同意します)をクリックします。 
File Download (ファイルのダウンロード)ウィンドウがき示されます。 

6. Save this program to disk にのプログラムをディスクに保存する)をクリックし OK をクリックします。 

Save In (巧巧先）ウィンドウが表示されます。 

7. 下矢印をクリックして Save In (巧巧先)メニューを表示し Desktop (デスクトップ)を選巧して Save (保を)をクリックします。 

ファイルがデスクトッブにダウンロードされます。 

8. Download Complete (ダウン□-ドお了）ウィンドウが表示されたら、 Close (閉じる)をクリックします。 

デスクトップにファイルのアイコンが表示され、そのファイルにはダウンロードした BIOS アップデートファイルと同じち前が付いていまず。 

9. デスクトップ上のファイルのアイコンをダブルクリックし、画面の指示に従います。 
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コイン型バッテリ 

Del|TM Studio XPS™ 1640 サー ビス マニュアル 

♦ コイン型バッテリの取りかし 
♦ コイン型バッテリの取リイ寸け 


^ 警吿； コン ピュータ巧巧の作業を抢める前に、お巧いの コン ピュータに付*しているガイドの、ま全にお巧いいただ<ためのを意事巧をおなみください。巧をにも'巧いいただくため 
のべストプラクティスの追加情巧に田しては、規が順守ホームぺージ www.dell.com/regulatory_compliance をご)!ください。 

〇 を意； 静電気による損傷を避けるため、静電気防止用リスいくンドを使用するか、または塗装されていない金属面(コンピュータの背面にあるコネクタなど)じ定期のに触れて、静電気をき体から 
<除去してください。 

〇 を意： コンピュータの修理ホ、認可された技術者のみが巧って〈ださい。デルで認められてし々い修理（内部作業）による損傷は、保証の対象となりません。コンピュータにか属してしぶにステ 
^ム情報ガイド』のを全にお使いいただ<ためのま意事項を読み、その指示に従って〈ださい。 

〇 ま 意： コンピュータ内部の巧業を姑める師こ、システム基板への損傷を防ぐため、メインバッテリを取りかします ( コンピュータ内部の作業を始める 前に を参照）。 


コイン型バッテリの取り外し 


1. 作業を開始する 前に の 手順になって〈ださい。 

2. ベースカバーを取りかします （ ベースカバーの取り外し を 参照）。 

3. コイン型/くッテリケーブルをシステム基巧のコネクタから外します。 

4. コイン型/くッテリをコンピュータベースから取り出します。 



1 

コイン型バツテリ 

2 

コイン型バツテリケーブルコネクタ 


コイン型バッテリの取り付け 

1. コイン型バッテリを取リタルます。 

2. コイン型バッテリケーブルをシステム基巧コネクタに接続します。 

3. ベースカバーを取り付けます （ ベースカバーの取りがけ ホ参熙）。 

4. 所定の位置にカチッと収まるまで、バッテリをバッテリベイに挿入します。 
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プロセッサ 

Dell … Studio XPS …1640 サー ビス マニュアル 


♦ プロセッサの取りがし 
♦ プロセッサの取り付け 


A 警吿： コンピュータ巧巧の作業を抢める前に、お巧いのコンピュータに付*しているガイドの、ま全にお巧いいただ<ためのを意事巧をおなみください。巧をにお巧いいただくため 
のべストプラクティスの追加情巧に田しては、規が顆守ホームぺージ www.dell.com/regulatory_compliance をご)!ください。 

〇 を意； 静電気による損傷を避けるため、静電気防止用リスいくンドを巧巧するか、または塗装されていない金属面(コンピュータの背面にあるコネクタなど)じ定期のに触れて、静電気をき体から 
W 除去してください。 

Q を か ZIF ソケットカムネジとプロセッサの断続的な接続不良をお止ずるために、プロセッサの取りタルまたは取り付けを行う際は、ブロセッサの中むを軽〈おさえながらカムネジを回します。 

Q を 意： プロセッサの損傷を防ぐため、カムネジを回す瞭はプロセッサに垂直になるようじドライバを握ってください。 

〇 をか コンピュータの修理ホ、認可された技術者のみが巧ってください。デルで認められてし々い修理（内部作業）による損傷は、保証の巧象となりません。コンピュータにが属してしぶにステ 
^ム情報ガイド』のを全にお使いいただ<ためのミ主意事項を読み、その指示に従って〈ださい。 

〇 を意： コンピュータ内部の巧業をおめる師こ、システム基板への損傷を防ぐため、メインバッテリを取りかします ( コンピュータ巧卽の作業を把める 前に を参照）。 


プロセッサの取り外し 

1. 巧業を閱始ずる 前に の 手順になってください。 

2. ベースカバーを取りかします （ ベースカバーの取りが し を参照）。 

3. リヤキャップを取りかします （ リヤキャップの取りみ し を 参照）。 

4. プ□セッサのヒートシンクを取りかします ( プロセッサヒートシンクの取り外し ホ参蹈）。 

Q を 意： ブロセッサを取り外す場合は、上へ真っ直ぐに引き上げます。ブロセッサのピンが曲がらないようを意してください。 

日. ZIF ソケットを媛めるロホ、小型のマイナスドライバを使用して、 ZIF ソケットカムネジをカムストップの位置まで反時計回りじ回します。 
ZIF ソケットカムネジは、ブロセツサをシステムを板に固定します。 ZIF ソケットカムネジの矢印の向きをメモしておいてください。 



1 

プロセッサ 

2 

プロセッサのピン1の角 

3 

ZIF ソケット 

4 

ZIF ソケットカムネジ 






6. プロセッサの取り出し工具を使巧して、プロセッサを取り外します。 
























プロセッサの取り付け 


Q を 意； プロセッサを装着する前に、カムロックが完全に開いた位置にあることを確認して<ださい。プロセッサを正し< ZIF ソケットに装着するのに、力を加える必裏はありません。 

〇 を 意： プロセッサが正しく装着されてしけよいと、時々巧結が途切れたり、ブロセッサおよび ZIF ソケットに修復不可能な損傷をちえる恐れがあります。 

1. プ□セッサのピン1のちが ZIF ソケットの=角おを示すように位置を合わせて、プロセッサを ZIF ソケットに挿入します。 

ブロセッサが正しく装着されると、4つのちがすべて同じ高さになります。プロセッサのちが1つでも化の角より高い場合、プ□セッサは正しく装着されてしなせん。 

Q ホ 意： ZIF ソケットカムネジとプロセッサの断続的な接続不良をお止ずるために、プロセッサの取りタルまたは取り付けを行う際は、ブロセッサの中むを軽〈おさえながらカムネジを回します。 

2. カムネジを時計回りに回して ZIF ソケットを純め、ブロセッサをシステム基板に固定します。 

3. キットに含まれている新しいサーマル冷却パッドの裏面を剥がし、プロセッサヒートシンクの中央演富処理装置 ( CPU ) およびグラフィック処理装置を覆う部分にパッドをおり付けます。 

b メモ： プロセッサ、サーマルファン、またはシステム基巧を交換する場合は、熱伝導性を巧実に得るため、キットに含まれているサーマルクーリングパッドをプロセッサヒートシンクに使用して〈ださ 
い。古いサーマル;令却パッドを再利用しないでください。 

4. プロセッサヒートシンクを取りかけます ヴロセッサヒートシンクの巧り せけ を 参照）。 

日.リヤキャップを取り付けます （ リヤキャップの 取り付け を 参照）。 

6. ベースカバーを取り付けます ( ベースカバーの取り かけ を参照）。 

7. 所定の位置にカチッと収まるまで、バッテリーをバッテリベイに挿入します。 

8. BIOS アップグレード用の CD を巧用して BIOS をアップデートします （ BIOS の フラッシュ を 巻熙）。 


且夕に夏る 
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プロセッサヒートシンク 

Del|TM Studio XPS™ 1640 サー ビス マニュアル 

♦ プロセッサヒートシンクの取りがし 
• プロセッサヒートシンクの取り巧け 

^ 警告： コンピュータ巧前の巧業を巧める前に、お巧いのコンビュータに付属しているガイドの、ま全にお巧いいもだ<ためのを意事巧をお»み<ださい。巧をにお巧いいただくわめ 
のべストプラクティスの追加情巧に田しては、規が順守ホームぺージ www.dell.com/regulatory_compliance をご)!ください。 

〇 を意； 静電気による損傷を避けるため、静電気防止用リスいくンドを使用するか、または塗装されていない金属面(コンピュータの背面にあるコネクタなど)じ定期のに触れて、静電気をき体から 
<除去してください。 

〇 を意； コンピュータの修理ホ、認可された技術者のみが巧って〈ださい。デルで認められてし々い修理（内部作業）による損傷は、保証の対象となりません。コンピュータにか属してしぶにステ 
y ム情報ガイド』のを全にお使いいただ<ためのま意事項を読み、その指示に従って〈ださい。 

〇 ま 意： コンピュータ内部の巧業を姑める師こ、システム基板への損傷を防ぐため、メインバッテリを取りかします ( コンピュータ内部の作業を始める 前に を参照）。 


プロセッサヒートシンクの取り外し 

1. 巧業を開始する 前に の 手順に;走ってください。 

2. ベースカバーを取りかします （ ベースカバーの 取り外し を 参照）。 

3. リヤキャップを取りかします （ リヤキャッブの取りが し を 参聞）。 

4. システム基板にブ□セッサヒートシンクを固定しているフ本のネジを緩めます。 

5. プロセッサヒートシンクをコンピュータから持ち上げます。 



1 

プロセッサヒートシンク 

2 

ネジ仍 


プロセッサヒートシンクの取り付け 

b メモ： 本手順では、プロセッサヒートシンクが事前に取り外され、取り付けを行う華楠が整っていることを前提とします。 

1. 新ししヴ□セッサヒートシンクに貼ってあるサーマル;令がパッドのま面を剥がします。 

。 メモ： プ□セッサヒートシンクを交換する場合、新ししヴロセッサヒートシンクにはサーマルが却パッドが貼られてし巧す。古いサーマルが却パッドを再利用しなし巧ください。 

2. システム基板にブ□セッサヒートシンクを配置します。 

3. システム基板にブ□セッサヒートシンクを固定するフ本のネジを姉めます。 

4. リアキャップを取りがけます （ リヤキャップのおり 付け を 参照）。 
















5. ベースカバーを取り巧けます (ベースカバーの巧リイ寸 けを参照）。 


6. 所定の位置にカチッと収まるまで、バッテリーをバツテリベイ I こ挿入します。 
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ディスプレイアセンブリ 


Del|TM Studio XPS ™ 1640サー ビス マニュアル 

♦ ディスブレイアセンブリの取りかし 
• ディスブレイアセンブリの取りせけ 

^ 警告： コンピュータ巧前の巧業を巧める前に、お巧いのコンビュータに付属しているガイドの、ま全にお巧いいもだ<ためのを意事巧をお»み<ださい。巧をにお巧いいただくわめ 
のべストプラクティスの追加情巧に田しては、規が順守ホームぺージ www . dell . com / regulatory _ compliance をご)!ください。 

ft を意； 静電気による損傷を避けるため、静電気防止用リスいくンドを巧巧するか、または塗装されていない金属面(コンピュータの背面にあるコネクタなど)じ定巧蜘こ触れて、静電気をき体から 
y 除去してください。 

〇 を意： コンピュータの修理ホ、認可された技術者のみが巧って〈ださい。デルで認められてし々い修理（内部作業）による損傷は、保証の対象となりません。コンピュータにか属してしぶにステ 
^ム情報ガイド』のを全にお使いいただ<ためのま意事項を読み、その指示に従って〈ださい。 

〇 ま意： コンピュータ内部の巧業を指める師こ、システム基板への損復を防ぐため、メインバッテリを取りかします ( コンピュータ内部の作業を始める 前に を参照）。 

〇 ホ意： ディスプレイへの損傷を防ぐため、 Edge - to-Edge ディスプレイを保守現場ではか解しないでください。 


ディスプレイアセンブリの取り外し 


1. 巧業を開抬ずる 前に の 丰 II 盾に従って〈ださい。 


2. パームレストホ巧りかします （ パームレストの巧リタん をき照）。 


3. 光をドライブを巧りみします （ 光学:ドライブの取りが し を きお）。 


4. ミニカードケーブルの配線経路をメモしておき、ミニカードのアンテナケーブルを配線ガイドから慎重にかします。 




f 似む一山化■な‘ 



5. コンピュータベースから2本のネジを外します。 



6. コンピュータを裏返します。 


7. ミニカードケーブルをシステム基キ反から引き出して、コンピュータベースから取り陈きます。 


8. ディスプレイケーブル、カメラケーブル、および電源/バッテリライトケーブルの配線経路をメモしておき、ケーブルを配線ガイドから慎重じがします。 
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1 

電源/バッテリライトケーブル右側コネクタ 

2 

カメラケーブルコネクタ 

3 

ディスプレイケーブルコネクタ 

4 

電源/バッテリライトケーブル左測コネクタ 

5 

ミニ カードのアンテナケーブルの前面配線 




9. ち右両側の電源/バッテリライトケーブル、ディスプレイケーブル、およびカメラケーブルをシステム基巧コネクタから外しまず。 

10. ディスプレイケーブルのネジを巧します。 

11. ディスプレイアセンブリをコンピュータベースに固定している4本のネジ(両側に2本ずつ）を巧します。 

12. ディスブレイアセンブリを持ち上げて、コンピュータからがします。 

Q を意： ディスプレイへの損傷を防ぐため、 Edge - to - Edge ディスプレイを保守現場では分解しないでください。 



1 

電源/バッテリライトケーブル右側コネクタ 

2 

カメラケーブルコネクタ 

3 

ディスプレイケーブルコネクタ 

4 

ディスプレイケーブルのキジ 

5 

電源/バッテリライトケーブルち側コネクタ 

6 

ネジ(両測2本ずつで合計4本） 

フ 

ディスプレイアセンブリ 




ディスプレイアセンブリの取り付け 

Q ホ意： ディスプレイへの損傷を防ぐため、 Edge - to - Edge ディスプレイを保守現場では巧解しなし、でください。 





















1. ディスプレイアセンブリを所定の位置にセットし、 4 本のネジを取り付けて固定します(両側に 2 本ずつ）。 


2. 左ち両側の電源/バッテリライトケーブル、ディスプレイケーブル、およびカメラケーブルを取線ガイドに配置し、それぞれのシステム基巧コネクタに接続します。 

3. ミニカードアンテナケーブルを、パームレスト上の配線ガイドの中およびコンピュータベースに慎重に配線します。 

4. コンピュータベースに2本のネジを取り付けます。 

日. ミニ カードアンテナケーブルをコンピュータベースの配線ガイドに通して配線します。 

己.化をドライブを取り付けます ( 化をドライブの取り かけ を参照）。 

7. パームレストを取りかけます （ パームレストの取りかけ ホを蹈）。 

〇 を意： コンピュータの電源を入れる前にすベてのネジを取り付け、コンピュータ巧部にネジが残ってし々いか確認します。内部にネジが残っていると、コンピュータに損傷を与える巧れがありま 
W す。 






目次に戻る 


eSATA コネクタ 

Dell … Studio XPS …1640 サー ビス マニュアル 

♦ eSATA コネクタの取りかし 

♦ eSATA コネクタの取リイ寸け 


^ 警吿； コン ピュータ巧巧の作業を抢める前に、お巧いの コン ピュータに付*しているガイドの、ま全にお巧いいただ<ためのを 意 事巧をおなみください。巧をにも'巧いいただくため 
のべストプラクティスの追加 情 巧に田しては、規が順守ホームぺージ www.dell.com/regulatory_compliance をご)!ください。 

〇 を 意； 静電気による損傷を避けるため、静電気防止用リスいくンドを使用するか、または コン ピュータの背面パネルなど塗装されていない金属面に定期的に触れて、詩電気をき体から除去して 
W ください。 

〇 を 意： コンピュータの修理ホ、認可された技術者のみが巧って〈ださい。デルで認められてし々い修理（内部作業）による損傷は、保証の対象となりません。コンピュータにか属してしぶにステ 
y ム情報ガイド』のを全にお使いいただ<ためのま意事項を読み、その指示に従って〈ださい。 

〇 ま意： コンピュータ内部の巧業を姑める師こ、システム基板への損傷を防ぐため、メインバッテリを取りかします ( コンピュータ内部の作業を始める 前に を参照）。 


eSATA コネクタの取り外し 


1. 作業を開始する 前に の 手順になって〈ださい。 


2. システム其板を取りみします （ システム其巧のおりが し を 巻熙）。 


3. eSATA コネクタを固定しているネジをがします。 


4. eSATA ケーブルを配線ガイドからかしまず。 


5. コネクタおよびケーブルを持ち上げて、コンピュータベースから取り出します。 



3 


1 

キジ 

2 

eSATA コネクタ 

3 

eSATA コネクタケーブル 




eSATA コネクタの取り付け 

1. eSATA コネクタをコンピュータベースに取り付けます。 

2. eSATA を固をするネジを取り巧けます。 

3. eSATA ケーブルを配線ボイドを通して配線します。 

〇 を意； コンピュータの電源を入れる前にすベてのネジを取り付け、コンピュータ巧部にネジが残っていないか確認します。巧卽にネジが残っていると、コンピュータに損傷を与える恐れがありま 
W す。 


4. システム真板を取りがけます （ システム其巧の巧り がけ を 寒暖）。 

















目次に房る 



目次に戻る 


サー マルフアン 

Dell … Studio XPS …1640 サー ビス マニュアル 

♦ サーマルフアンの取りかし 
♦ サーマルフアンの取り付け 


^ 警吿； コン ピュータ巧巧の作業を抢める前に、お巧いの コン ピュータに付*しているガイドの、ま全にお巧いいただ<ためのを意事巧をおなみください。巧をにお巧いいただくため 
のべストプラクティスの追加情巧に田しては、規が顆守ホームぺージ www . dell . com / regulatory _ compliance をご)!ください。 

〇 を意； 静電気による損傷を避けるため、静電気防止用リスいくンドを巧巧するか、または塗装されていない金属面(コンピュータの背面にあるコネクタなど)じ定期のに触れて、静電気をき体から 
<除去してください。 

〇 を意； コンピュータの修理ホ、認可された技術者のみが巧って〈ださい。デルで認められてし々い修理（内部作業）による損傷は、保証の対象となりません。コンピュータにか属してしぶにステ 
y ム情報ガイド』のを全にお使いいただ<ためのま意事項を読み、その指示に従って〈ださい。 

〇 ま 意： コンピュータ内部の巧業を姑める師こ、システム基板への損傷を防ぐため、メインバッテリを取りかします ( コンピュータ内部の 作業を始める 前に を参照）。 


サーマルフアンの取り外し 


1. 作業を開始する 前に の 手順になって〈ださい。 


2. ベースカバーを取りみします （ ベースカバーの取り外し ホを照）。 


3. リヤキャップを取りかします （ リヤキヤッブの取りみ し を 参聞）。 


4. プロセッサのヒートシンクを取りかします ( プロセッサヒートシンクの取り外し をを照）。 

5. サーマルフアンをコンピユータベースに固定している2本のネジを巧します。 

6. サーマルフアンケーブルをシステム基板のコネクタから外しまず。 

7. サーマルフアンを持ち上げて、コンピュータからかします。 



1 

サーマルフアンケーブルコネクタ 

2 

ネジ (2) 

3 

サーマルフアン 




サーマルフアンの取り付け 

。メモ：本手順では、サーマルフアンを事前に取り外し、取り付けを巧う華楠が整ってし、ることを前提とします。 
1. サーマルフアンをコンピュータベースに配置します。 


2. サーマルフアンケーブルをシステム基巧のコネクタじ接続します。 



















3. サーマルフアンをコンピュータベースじ固定している 2 本のネジを取り付けます。 


4. キットに含まれている新しいサーマル冷がパッドの裏面を刹がし、プロセッサヒートシンクの中央演富処理装置 ( CPU ) およびグラフィック処理装置を覆う部分にパッドを貼り付けます。 

。 メモ： プロセッサ、サーマルファン、またはシステム基巧を交換する場合は、熱伝導性を確実に得るため、キットに含まれているサーマル;令却パッドをプロセッサヒートシンクに使用してください。 
古いサーマル冷却パッドを再利用しなし N でください。 

日.プロセッサヒートシンクを取り讯ナます け ロセッサヒートシンクの取りけ け を参照）。 

己.リヤキャップを取りかけます （ リヤキャップの取りけ け を参睛）。 

7. ベースカバーを取り付けます （ ベースカバーの取りけ け を参聞）。 

8. 所定の位置にカチッと収まるまで、バッテリをバッテリベイに挿入します。 


目次に戻る 







目次に戻る 

ハードディスクドライブ 

Del|TM Studio XPS™ 1640 サー ビス マニュアル 

♦ ハードディスクライブの取りがし 
• ハードディスクドライブの取りかけ 

么 警告： ドライブが R 温のときに"ードディスクドライブをコンビュータから巧 y ホず場合、/ドディスクドライブのを属巧"ウジングに tt れないでくださし、。 

么 警告： コンピュータ巧巧の巧業を巧める前に、お巧いのコンビュータに付«しているガイドの、巧全にお巧いいもだ<ためのを意車巧をお»み<ださい。ををにお巧いいただくもめ 
のべストプラクティスの追化情巧に曲しては、規が順守ホームぺージ www.dell.com/regulatory_compliance をご J|< ださい。 

〇 を意： データの損失を巧ぐため、ハードディスクドライブを取り外す前に必ずコンピュータの電源を切って〈ださい ロンピュータの電源を切 るを 参照）。コンピュータの電源が入っている、またはス 
W リープ状態のときにハードディスクドライブを取りかさなし巧ください。 

〇 を意： /、ードディスクドライブは大変读れやすい部品です。/、ードディスクドライブの取り巧いにはま意してください。 

〇 を意； コンピュータの修强ホ、認可されたな術者のみが巧って<ださい。デルで認められていない修理（内部作業） I こよる損傷は、保証の巧象となりません。コンピュータに付属している『システ 
、 ム情報ガイド』の安全にお使いいただくためのを意事項を読み、その指示に巧ってください。 

〇 を意： コンピュータ内部の作業をおめる前に、システム基板への損傷を防ぐため、メインバッテリを取りがします ( コンピュータ内部の作業を始め る 前にを参照）。 
b メモ： デルではデル製品な巧の/\-ドディスクドライブに対する互換性の保証およびサポートの提供は巧っておりません。 

& メモ： デル製品な外のハードディスクドライブを取り付ける場合は、ホペレーティングシステム、ドライバ、およびューティリティを新しいハードディスクドライブにインストールする必要があります 
(『 Dell テクノロジガイド J を参照）。 


ハードディスクライブの取り外し 

1. 作業を開始する 前に の 手順に化ってください。 

2. ベースカバーを取りかします （ ベースカバーの取りが し を参照）。 

3. M - ドディスクドライブアセンブリをコンピュータベースに固をしている3本のネジをがします。 

4. 青色のブルタブを引いて、/ドディスクドライブアセンブリをシステム基巧コネクタから取りがします。 

日./、ードディスクドライブを持ち上げて、 コン ピュータベースから取 y 出します。 

〇 を意： ハードディスクドライブをコンピュータに取り付けていないときは、保譲巧詩電気防止パッケージに保管しますくコンピュータに同袖の、ま全にお使いいただ<ためのを意にある r 静電気が出 
^ への 巧の」を参照）。 



1 

M - ドディスクドライブアセンブリ 

2 

ネジ (3) 

3 

青色のプルタブ 




6. ハードディスクブラケットをハードディスクドライブに固定している4本のネジをかして、ブラケットを外します。 
















1 

/、ードディスクドライブ 

2 

/\-ドディスクドライブブラケット 

3 

ネジ (4) 




7. インタポーザを引っ張ってハードディスクドライブから外します。 



1 ハードディスクドライブ 


2 インタポーザ 


ハードディスクドライブの取り付け 

1. 新しいドライブを旭包から取り出します。 

/\-ドディスクドライブを保管するためや配送のために、祖包をお管しておいてください。 

〇 ホ意： ドライブを挿入する隐は、均等に力を加えてください。力を加えすぎると、コネクタが損協する恐れがあります。 

2. M - ドディスクドライブブラケットを/、ードディスクドライブに固定する4本のネジを取り付けます。 

3. インターポーザを"ードディスクドライブに接結します。 

4. M - ドディスクドライブアセンブリをコンピュータベースに配置します。 

日. M - ドディスクドライブアセンブリを コン ピュータベースに固をする3本のネジを取り付けます。 

6. ベースカバーを取り巧けます ( ベースカバーの取り巧け を参照）。 

〇 ま 意； コンピュータの電源を入れる前にすベてのネジを取り付け、コンピュータ巧部にネジが残っていないか確認します。巧卽にネジが残っていると、コンピュータに損傷を与える恐れがありま 
W す。 

7. 所定の位置にカチッと収まるまで、バッテリーをバッテリベイに挿入します。 


8. 必要に応じて、お使いのコンピュータのオペレーティングシステムをインストールしまず （『 Dell テクノロジガイト 1を参照）。 











9. 必要に応にて、お使いのコンピュータのドライバとユーティリテイをインストールしますく 『 Dell テクノロジガイド』を参照）。 


目次じ房る 




目次に戻る 


キーボード 

Dell … Studio XPS …1640サー ビス マニュアル 

♦ キーボードの取り外し 
♦ キーボードの取りせけ 


^ 警吿； コン ピュータ巧巧の作業を抢める前に、お巧いの コン ピュータに付*しているガイドの、ま全にお巧いいただ<ためのを意事巧をおなみください。巧をにお巧いいただくため 
のべストプラクティスの追加情巧に田しては、規が順守ホームぺージ www.dell.com/regulatory_compliance をご)!ください。 

〇 を意； 静電気による損傷を避けるため、静電気防止用リスいくンドを巧巧するか、または塗装されていない金属面(コンピュータの背面にあるコネクタなど)じ定期のに触れて、静電気をき体から 
<除去してください。 

〇 を意； コンピュータの修理ホ、認可された技術者のみが巧って〈ださい。デルで認められてし々い修理（内部作業）による損傷は、保証の対象となりません。コンピュータにか属してしぶにステ 
y ム情報ガイド』のを全にお使いいただ<ためのま意事項を読み、その指示に従って〈ださい。 

〇 ま 意： コンピュータ内部の巧業を姑める師こ、システム基板への損傷を防ぐため、メインバッテリを取りかします ( コンピュータ内部の作業を始める 前に を参照）。 


キーボードの取り外し 


1. 作業を開おする 前に の 手順になって〈ださい。 


2. パームレストホ取りかします ( パームレストの巧り がし を を照）。 


3. パームレストを裏返し、バックライト付きキーボードケーブル（一卽の地域ではご利用いただけません)をコネクタから外します。 

4. キーボードをパームレストに固定している13本のネジを外します。 

日.キーボードシールドを外しまず。 

〇 を 意： キーボードのキーキャッブは壌れやすく、列■れやすいでず。取り巧けに時間がかかるので、キーボードの取り外しや取り巧いにはを意してください。 

6. パームレストからキーボードを持ち上げます。 



1 

バックライト付きキーボードケーブル(一部の地域ではご利巧いただけませ 
ん） 

2 

パームレス 
卜 

3 

キーボード 

4 

キジ （13 
本） 

5 

キーボードシールド 




キーボードの取り付け 

















1. キーボードとキーボードシールドを、パームレストのネジ巧の位置に合わせます。 


2. バックライト巧きキーボードケーブル（一部の地域ではご利用いただけません)をコネクタじ接続します。 

3. キーボードをパームレストに固定する13本のネジを取り付けます。 

〇 ホ意： キーボードのキーキャッブは壌れやすく、列■れやすいでず。取り巧けに時間がかかるので、キーボードの取り外しや取り巧いにはを意してください。 

4. パームレストホ巧リイ汁けます （ パームレストの取りかけ ホを照）。 


目次に戻る 





目次に戻る 


メモリ 

Del|TM Studio XPS™ 1640 サービスマニュアル 

♦ メモリモジュールの耳又りかし 

• メモリモジュールの取りがけ 

^ 警告： コンピュータ巧前の巧業を巧める前に、お巧いのコンビュータに付属しているガイドの、ま全にお巧いいもだ<ためのを意事巧をお»み<ださい。巧をにお巧いいただくわめ 
のべストプラクティスの追加情巧に田しては、規が顆守ホームぺージ www . dell . com / regulatory _ compliance をご)!ください。 

ft を意； 静電気による損傷を避けるため、静電気防止用リスいくンドを使用するか、または塗装されていない金属面(コンピュータの背面にあるコネクタなど)じ定巧蜘こ触れて、静電気をき体から 
y 除去してください。 

〇 を意； コンピュータの修理ホ、認可された技術者のみが巧って〈ださい。デルで認められてし々い修理（内部作業）による損傷は、保証の巧象となりません。コンピュータにか属してしぶにステ 
y ム情報ガイド』のを全にお使いいただ<ためのま意事項を読み、その指示に従って〈ださい。 

〇 ま意： コンピュータ内部の巧業を始める師こ、システム基板への損復を防ぐため、メインバッテリを取りかします ( コンピュータ内部の 作業を始める 前に を参障.）。 

システム基椒ソモリモジュールを取り付けると、コンピュータのメモリ容量を増やすことができます。お使いのコンピュータでサポートされているメモリじついては、『セットアップガイド J の r 仕巧」を参照し 
て〈ださい。お使いのコンピュータ用のメモリモジュールのみを取り付けるようにして〈ださい。 

b メモ： デルから購入されたメモリモジュールは、おほいのコンピュータの保証巧をにきまれます。 

お使いのコンピュータじは、ューザーがアクセス可能な2つの S 0 DIMM ソケットが装楠されています。どちらのソケットにもコンピュータの底面からアクセスできます。 DIMM B メモリモジュールは、コ 
ンピュータを面にある DIMM A メモリモジュールの真上にあります。 

〇 ま意： メモリモジュールを2つのコネクタに取リ讯ナる必要がある場合は、メモリモジュールを、まず DIMM A コネクタに取り巧け、効こ DIMM B コネクタに取りがけます。 


メモリモジュールの取り外し 

1. 巧業を閱始ずる 前に の手 I 情じがってください。 

2. ベースカバーを取りかします （ ベースカバーの取り外し を 参照）。 

〇 を意： メモリモジュールコネクタへの損傷を防ぐため、メモリモジュールの固定クリッブをにげるためじ道具を使用しないでください。 

3. メモリモジュールコネクタの両端にある固定クリップをモジュールが持ち上がるまで指先で慎重に広げまず。 

4. モジュールをコネクタから取りかします。 



1 

メモリモジュールコネクタ 

2 

固をクリップ (2) 

3 

メモリモジュール 




メモリモジュールの取り付け 


1. モジュール端のコネクタの切り込みをコネクタスロットのタブに合わせます。 















2. モジュールを 45 度の角度でスロットにしっかりと挿入し、モジュールがカチッと所定の位置に収まるまで押し下げます。カチッとし巧感舶が得られない場合、モジュールを取りかし、もう一度取り 
付けます。 

b メモ： メモリモジュールが正し〈取り付けられてしげよい場合、コンピュータは起動しないことがあります。 
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1 

タブ 

2 

切り込み 


〇 を意； カバーが閉まりに〈い場合、モジュールを取りかして、もう一度取り付けます。お理じカバーを閉じると、コンピュータを巧損するをれがあります。 

3. ベースカバーを取り付けます （ ベースカバーの 取り付け を 参照）。 

4. バッテリをバッテリベイに取りがけるか、または AC アダプタをコンピュータおよびコンセントに接続します。 

日.コンピュータの電源を入れます。 

コンピュータは起動谢こ、増設されたメモリを検出してシステム設定情報を自動的にアップデートします。 

コンピュータに取り付けられたメモリの容量を確認するには、スタート©ー ヘルプとサポート^ Dell System Information (Dell システム情報)の順にクリックします。 









目次に戻る 

ワイヤレスミニカード 

Del|TM Studio XPS ™ 1640 サー ビス マニュアル 

♦ ミニ カードの取りかし 
♦ ミニ カードの取り付け 

^ 警告： コンピュータ巧前の巧業をおめる前に、お巧いのコンビュータに付属しているガイドの、ま全にお巧いいもだ<ためのを意事巧をお»み<ださい。巧をにお巧いいただくもめ 
のべストプラクティスの追加情巧に田しては、規が順守ホームぺージ www.dell.com/regulatory_compliance をご)!ください。 

〇 を意； 静電気による損傷を避けるため、静電気防止用リスいくンドを使用するか、またはコンピュータの背面パネルなど塗装されていない金属面に定期的に触れて、詩電気をき体から除去して 
W ください。 

〇 を意： コンピュータの修理ホ、認可された技術者のみが巧って〈ださい。デルで認められてし々い修理（内部作業）による損傷は、保証の対象となりません。コンピュータにか属してしぶにステ 
y ム情報ガイド』のを全にお使いいただ<ためのま意事項を読み、その指示に従って〈ださい。 

〇 ホ 意： コンピュータ内部の巧業を始める師こ、システム基板への損復を防ぐため、メインバッテリを取りかします ( コンピュータ内部の 作業を始める 前に を参障.）。 
b メモ： デルではデル製品な巧のミニカードに巧する互換性のな証およびサポートの提供は巧っておりません。 

コンピュータと一緒にワイヤレスミニカードをま文された場合、力ードはすでに取りがけられています。 

お巧いのコンピュータには、次の3つのミニカードスロットが装搞されていまず。 

Iフルミニカードスロット （2) 

I ハーフミ ニ カードスロット （1) 

サポートされるミニカードのタイプは次の通りです。 

I ワイヤレス LAN(WLAN)- ハーフミニカード 

I モ バイルブロードバンドまたはワイヤレスワイドエリアネットワーク （WWAN)- フル ミニ カード 

Iワイヤレスパーソナルエリアネットワーク （WPAN) または Bluetooth® ワイヤレステクノロジ使巧の内蔵力ード-スレミニカード 

b メモ： お使いのコンピュータは、一度じフルミニカード2つと"ーフミニカード1つのみをサポートします。 

^ メモ： ワイヤレス LAN ス□ットは"ーフミニカードをサポートします。 

b メモ： ご購入時のシステム構成によって、1つ、または複数のミニカードスロットにミニカードがインストールされていない場合があります。 


ミニカードの取り外し 

1. 巧業を開始ずる 前に の 手順に従ってください。 

2. ベースカバーを取りかします （ ベースカバーの取り外し ホ参昭）。 

3. アンテナケーブルをミニカードから外します。 

^ ゾモ： WPAN ミニカードを取りかす場合は、ミニカードから青色のアンテナケーブルを外します。 



1 

ミニカード 

2 

本ジ 

3 

アンテナケーブルコネクタ （2) 


4. ミニカードをシステム基おに固定しているネジをかしまず。 















5. ミニカードを持ち上げてシステムさキ反コネクタからかします。 



〇 ま意； ミニカードがコンピュータに取り付けられていない間は、保塞用静電気防止パッケージじな管します。詳細はコンピュータじ同おの、を全にお使いいただ<ためのを意にある「詩電気障害 
^への巧化」を参照してください。 

ミニカードの取り付け 

1. 新しし、ミニカードをパッケージから取り出します。 

〇 ホ意： しっかりと均等に力を力□えて、力ードを所定の位置に挿入してください。力を加えすぎると、コネクタが損傷する巧れがあります。 

2. ミニカードコネクタを、適切なシステム基板コネクタへ4日度の角度で挿入します。例えば、ワイヤレス LAN 力ードコネクタには、 WLAN とし、うようにラベルが巧いています。 

3. ミニカードのもラーでの端をシステム基巧のスロットに巧し下げます。 

4. ミニカードをシステム基板に固をするネジを取りがけます。 

5. 取り付けるミニカードに、適切なアンテナケーブルを接統します。巧のきに、コンピュータがサポートするミニカード用アンテナケーブルの色分けを示します。 


ミニカードのコネクタ 

アンテナケーブルのを分け 

WWAN (アンテナケーブル 2 本） 


メイン WWAN (白色の兰角お） 

白色に灰色の搞模様 

補助 WWAN (黒色の=角お） 

黒をじ灰色の棉模標 

ワイヤレス LAN 【アンテナケーブル 2 本まもは 3 本） 


メインワイヤレス LAN (白をの=角お） 

白を 

補助ワイヤレス LAN (黒色の=角お） 

黒を 

MIMO ワイヤレス LAN (のをの=角お） 

灰を 

WPAN (アンテナケーブル 1 本） 


WPAN 

青を 


6. 保凄用透明シートで未使用アンテナケーブルを保譲します。 

7. ベースカバーを取り付けます （ ベースカバーの取りけ け を参聞）。 

8. 所定の位置にカチッと収まるまで、バッテリをバッテリベイに挿入します。 

9. 必要に応にて、お使いのコンピュータ用のドライバとユーティリティをインストールします。詳細に関しては、 『 Dell _ テクノ□ジガイト 1を参照して<ださし、。 

じ メモ： デル la かからの通信用力ードを取り付ける場合は、適切なドライバおよびユーティリティをインストールする必要があります。一船的なドライバの詳細に関しロホ、 『 Dell テクノロジガイド』を 
参照して〈ださい。 


目次に戻る 












目次に戻る 


光学ドライブ 

Dell … Studio XPS …1640 サー ビス マニュアル 

♦ 化学ドライブの取り外し 
♦ 光学ドライブの取り付け 


^ 警吿； コン ピュータ巧巧の作業を抢める前に、お巧いの コン ピューかこ付*しているガイドの、ま全にお巧いいただ<ためのを意事巧をおなみください。巧をにお巧いいただくため 
のべストプラクティスの追加情巧に田しては、規が顆守ホームぺージ www.dell.com/regulatory_compliance をご)!ください。 

〇 を意； 静電気による損傷を避けるため、静電気防止用リスいくンドを巧巧するか、または コン ピュータの背面パネルなど塗装されていない金属面に定期的に触れて、詩電気をき体から除去して 
W ください。 

〇 を意： コンピュータの修理ホ、認可された技術者のみが巧って〈ださい。デルで認められてし々い修理（内部作業）による損傷は、保証の対象となりません。コンピュータにか属してしぶにステ 
y ム情報ガイド』のを全にお使いいただ<ためのま意事項を読み、その指示に従って〈ださい。 

〇 ホ 意： コンピュータ内部の巧業を姑める師こ、システム基板への損傷を防ぐため、メインバッテリを取りかします ( コンピュータ内部の作業を始める 前に を参照）。 


光学ドライブの取り外し 


1. 作業を開おする 前に の 手順になって〈ださい。 


2. パームレストホ取りかします ( パームレストの巧り がし を を照）。 


3. コン ピュータを裏返して.化学ドライブを コン ピュータベースに固定しているネジをがします。 



4. コンピュータを表に返して、光学ドライブをシステム基板に固定している3本のネジをかします。 

5. 光学ドライブをコンピュータから持ち上げます。 
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1 

化をドライブ 

2 

ネジ (3) 

















6. 光学ドライブからインタポーザを外します。 



T インタ ポー ザ 


光学ドライブの取り付け 

1. 化学ドライブをインタポーザに接結します。 

2. ホをドライブをコンピユータベースに配置します。 

3. 光学ドライプをドライブケージに固定する3本のネジを取り付けます。 

4. コン ピユータをま返して、光学ドライブを コン ピユータベースに固定するネジを取り付けます。 

5. パームレストホ巧リイ汁けます （ パームレストの取りかけ ホを照）。 


目次に戻る 
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パームレスト 

Dell … Studio XPS …1640 サー ビス マニュアル 

♦ パームレストの取りかし 
♦ パームレストの取りせけ 


A 警吿： コンピュータ巧巧の作業を抢める前に、お巧いのコンピューかこ付*しているガイドの、ま全にお巧いいただ<ためのを意事巧をおなみください。巧をにお巧いいただくため 
のべストプラクティスの追加情巧に田しては、規が顆守ホームぺージ www.dell.com/regulatory_compliance をご)!ください。 

〇 を意； 静電気による損傷を避けるため、静電気防止用リスいくンドを巧巧するか、またはコンピュータの背面パネルなど塗装されていない金属面に定期的に触れて、詩電気をき体から除去して 
W ください。 

〇 を意： コンピュータの修理ホ、認可された技術者のみが巧って〈ださい。デルで認められてし々い修理（内部作業）による損傷は、保証の対象となりません。コンピュータにか属してしぶにステ 
y ム情報ガイド』のを全にお使いいただ<ためのま意事項を読み、その指示に従って〈ださい。 

〇 ホ意： コンピュータ内部の巧業を姑める師こ、システム基板への損傷を防ぐため、メインバッテリを取りかします ( コンピュータ内部の作業を始める 前に を参照）。 


パームレストの取り外し 

1. 作業を開始する 前に の 手順になって〈ださい。 


2. ベースカバーを取りみします （ ベースカバーの取り外し ホを照）。 


3. リヤキャップを取りかします （ リヤキヤッブの取りが し を 参聞）。 


4. コンピュータベースから14本のネジをかします。 



5. コンピュータを表に返し、パームレストの上卽から2本のネジをかします。 

Q を意： パームレストに損傷をちえないよう、慎重にパームレストをコンピュータベースから取り外します。 

己.デイスブレイお<にあるパームレストのタブを持ち上げます。 

7. パームレストの後部中央を初めに、巧をほってパームレストの巧側を引っぱりながら内側を持ち上げて、少しずつコンピュータベースから繰めます。 

8. キーボードケーブルおよびタッチパッドケーブルをそれぞれのシステム基巧コネクタから取り巧します。 


9. 


コンピュータベースからパームレストを持ち上げて取り巧します。 












1 

タッチパッドケーブル 

2 

ディスプレイケーブル 

3 

パームレスト 

4 

タブ (2) 

5 

ネジ (2) 




パームレストの 取り付け 

1. パームレストのタブおよびパームレストを コン ピュータベースに合わせ、慎重に巧をの巧置へはめ込みます。 

2. キーボードケーブルおよびタッチパッドケーブルをそれぞれのシステム基板コネクタへ再度接結します。 

3. パームレストの上部に2本のネジを取り巧けます。 

4. コンピュータを裏返し、コンピュータベースに14本のキジを取り巧けます。 

日.リヤキャップを取り付けます （ リヤキャップの取り付け をを賠.）。 

6. ベースカバーを取り巧けます ( ベースカバーの取り巧け を参照）。 

7. 必要に応じて、 ExpressCard スロットじ ExpressCard を再び取り付•けます。 

8. 所定の位置にカチッと収まるまで、バッテリーをバッテリベイに挿入します。 


且ジに夏る 













目次に戻る 


リャキャップ 

Dell … Studio XPS …1640 サー ビス マニュアル 

♦ リヤキャップの取り外し 
♦ リヤキャップの取り付け 


^ 警吿； コンピュータ巧巧の作業を始める前に、お巧いのコンピュータに付*しているガイドの、ま全にお巧いいただ<ためのを意事巧をおなみください。巧をにも'巧いいただくため 
のべストプラクティスの追加情巧に田しては、規が順守ホームぺージ www.dell.com/regulatory_compliance をご)!ください。 


A 警吿； この手巧を M おする邮こ、コンピュータの■おを切 y、AC アダプタをコンセントおよびコンビュータから巧 y かして、モデムを壁のコネクタおよびコンピュータから巧 y 外し、 
コンビュータからその化のすべてのかがけケーブルをがします。 

〇 を 意； 詩電気による損傷を避けるため、静電気防止用リスいくンドを巧巧するか、または塗装されていない金属面(コンピュータの背面にあるコネクタなど)に定期側こ触れて、静電気をきなから 
、 除去してください。 

〇 を意； コンピュータの修强ホ、認可されたな術者のみが巧って<ださい。デルで認められていない修理（内部作業） I こよる損傷は、保証の巧象となりません。コンピュータに付属している『システ 
、 ム情報ガイド』の安全にお使いいただくためのを意事項を読み、その指示に巧ってください。 

〇 を iR : コンピュータ内部の作業をおめる前に、システム基板への損傷を巧ぐため、メインバッテリを取りがします ( コンピュータ内部の作業を始め る 前にを参照）。 


リヤキヤップの取り外し 


1. 巧業を閱抬ずる 前に の 丰 II 盾に従って〈ださい。 

2. ベースカバーを取りみします （ ベースカ/く一のおりがし ホを照）。 


3. 図のよラに、リヤキヤップを横に向かって巧し出してからかします。 



1 


1 リヤキャップ (2) 


リヤキャップの取り付け 

1. リヤキャップのフックをヒンジに合わせ、所定の位置じカチッとはめ込みます。 

2. ベースカバーを取り巧けます ( ベースカバーの取り かけ を 参照）。 

3. 所定の位置にカチッと収まるまで、バッテリをバッテリベイに巧入します。 


且ジに夏る 
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スピーカ 

Dell … Studio XPS …1640 サー ビス マニュアル 


♦ スピーカの取リタん 
♦ スピーカの取り付け 


^ 警吿； コン ピュータ巧巧の作業を抢める前に、お巧いの コン ピュータに付*しているガイドの、ま全にお巧いいただ<ためのを意事巧をおなみください。巧をにお巧いいただくため 
のべストプラクティスの追加情巧に田しては、規が順守ホームぺージ www.dell.com/regulatory_compliance をご)!ください。 

〇 を意； 静電気による損傷を避けるため、静電気防止用リスいくンドを使用するか、またはコンピュータの背面パネルなど塗装されていない金属面に定期的に触れて、詩電気をき体から除去して 
W ください。 

〇 を意： コンピュータの修理ホ、認可された技術者のみが巧って〈ださい。デルで認められてし々い修理（内部作業）による損傷は、保証の対象となりません。コンピュータにか属してしぶにステ 
y ム情報ガイド』のを全にお使いいただ<ためのま意事項を読み、その指示に従って〈ださい。 

〇 ま 意： コンピュータ内部の巧業を姑める師こ、システム基板への損傷を防ぐため、メインバッテリを取りかします ( コンピュータ内部の作業を始める 前に を参照）。 


スピーカの 取り外し 

1. 作業を開始する 前に の 手順になってください。 

2. パームレストを取りかします ( パームレストの取り外し をを隔）。 

3. キーボードを取りかします ( キーボードの巧り 外し を を睛）。 

4. パームレストの裏面から4本(をスピーカに2本ずつ）のスピーカネジを外します。 



1 

スピーカ （2) 

2 

ネジ (4) 

3 

スピーカケーブルコネクタ 


5. システム基板のコネクタからスピーカケーブルを外します。 
己.スピーカケーブルの配線経巧をメモしておきます。 

7. スピーカおよびケーブルを取りかします。 


スピーカの 取り付け 

1. スピーカおよびスピーカケーブルを取りがけます。 

2. スピーカケーブルを配線ボイドに通し、システム基板コネクタに怯結します。 

3. パームレストの裏面にスピーカを固をする4本(をスピーカに2本ずつ）のスピーカネジを取り巧けます。 

4. キーボードホ取り付けます （ キーボードの取りがけ ホを照）。 


















5. パームレストを取りがけます （ パームレストの取リイ 寸け ホ参照）。 


目次じ房る 
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サブウーハー 

Del|TM Studio XPS …1640 サー ビス マニュアル 


♦ サブウーハーの取りがし 
♦ サブウーハーの取り付け 


^ 警吿； コン ピュータ巧巧の作業を抢める前に、お巧いの コン ピュータに付*しているガイドの、ま全にお巧いいただ<ためのを意事巧をおなみください。巧をにも'巧いいただくため 
のべストプラクティスの追加情巧に田しては、規が順守ホームぺージ www.dell.com/regulatory_compliance をご)!ください。 

〇 を意； 静電気による損傷を避けるため、静電気防止用リスいくンドを使用するか、またはコンピュータの背面パネルなど塗装されていない金属面に定期的に触れて、詩電気をき体から除去して 
W ください。 

〇 を意； コンピュータの修理ホ、認可された技術者のみが巧って〈ださい。デルで認められてし々い修理（内部作業）による損傷は、保証の対象となりません。コンピュータにか属してしぶにステ 
y ム情報ガイド』のを全にお使いいただ<ためのま意事項を読み、その指示に従って〈ださい。 

〇 ま 意： コンピュータ内部の巧業を姑める師こ、システム基板への損傷を防ぐため、メインバッテリを取りかします ( コンピュータ内部の作業を始める 前に を参照）。 


サブウーハーの取り外し 


1. 作業を開おする 前に の 手順になって〈ださい。 


2. パームレストホ取りかします ( パームレストの巧り がし を を照）。 


3. サブウーハーケーブルをシステム基キ反のコネクタからがします。 


4. サブウーハーを持ち上げて、コンピュータベースから取り出します。 



2 1 


1 

サブウーハー 

2 

サブウーハーケーブルコネクタ 


サブウーハーの取 y 付け 

1. コンピュータベースにサブウー/、一に配置します。 

2. サブウ ー M - ヶーブルをシステム基巧のコネクタに接続します。 

〇 を意： コンピュータの電源を入れる前にすベてのネジを取り付け、コンピュータ巧部にネジが残ってし々いか確認します。内部にネジが残っていると、コンピュータに損傷を与える巧れがありま 
W す。 


3. パームレストを取り付けます （パームレストの 取り付けを 参照）。 


且ジに居る 
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システム基板 

Dell … Studio XPS …1640 サー ビス マニュアル 

♦ システム基巧の取りがし 
♦ システム基板の取りせけ 


A 警吿： コンピュータ巧巧の作業を抢める前に、お巧いのコンピュータに付*しているガイドの、ま全にお巧いいただ<ためのを意事巧をおなみください。巧をにお巧いいただくため 
のべストプラクティスの追加情巧に田しては、規が順守ホームぺージ www.dell.com/regulatory_compliance をご)!ください。 

〇 を意； 静電気による損傷を避けるため、静電気防止用リスいくンドを巧巧するか、またはコンピュータの背面パネルなど塗装されていない金属面に定期的に触れて、詩電気をき体から除去して 
W ください。 

〇 を意： コンピュータの修理ホ、認可された技術者のみが巧って〈ださい。デルで認められてし々い修理（内部作業）による損傷は、保証の対象となりません。コンピュータにか属してしぶにステ 
y ム情報ガイド』のを全にお使いいただ<ためのま意事項を読み、その指示に従って〈ださい。 

〇 ホ意： コンピュータ内部の巧業を始める師こ、システム基板への損復を防ぐため、メインバッテリを取りかします ( コンピュータ内部の作業を始める 前に を参障.）。 


システム基キ反の BIOS チップにはサービスタグがキ占み込まれています。このサービスタグは、コンピユータを面のバーコードラべルにも記載されています。システム基キ反用のを換キットには、サービスタ 
グを交換巧のシステム基板にお送するためのユーティリティを提供する CD が含まれています。 


〇 ま 意： コンポーネントおよび力ードは端を持ち、ピンまたはを点には触れないで〈ださい。 


システム基板の取 y 外し 

1. 巧業を開始ずる 前に の 手順に従ってください。 

2. ベースカバーを取りがします （ ベースカバーの 取り外し を 参照）。 

3. リヤキャップを外します 【 リヤキャップの取りが し を 参照）。 

4. /、ードディスクドライブを取りみします （ ハードディスクライブの取りが し を参障.）。 

日.メモリモジュールを取り外します （ メモリモジュールの取り かし を 参照）。 

6. プ□セッサのヒートシンクを取りかします ( プロセッサヒートシンクの取り かし を 参昭）。 

7. サーマルファンを取りかします ( サーマルファンの巧り 外し を 参暗）。 

8. コイン巧バッテリを取りかします （ コイン巧バッテリのおりかし ホを照）。 

9. ミニカードがある場合は、力ードを取 LJ かします （ ミニカードの取り かし を を昭）。 

10. パームレストを取りかします ( パームレストの取り かし を を昭）。 

11. 化をドライブを取りかします ( ホをドライブの取り かし を 参照）。 

12. IEEE 1394モジュールを取り列•します （ IEEE 1394 モジュールの巧り がし を参顆）。 

13. サブウー"一を巧り列•します ( サブウーハーの取リタ！ ■し を参照）。 

14. オーディオボードを取りみします （ ホーディオボードの取り かし を 参鹿）。 

15. ち右両方の電源/バッテリライトケーブル、ディスプレイケーブル、およびカメラケーブルをシステム某板コネクタから取りかします 【 ディスプレイアセンブリの取り かし を 参照)。 

16. システム基板をコンピュータベースに固定している3本のネジをかします。 

17. eSATA コネクタケーブル、 AC アダプタコネクタケーブル、および TV チューナーカードケーブルをそれぞれのシステム基板コネクタから取り外します。 

18. システム基板をコンピュータの側面に向かって斜めにコンピュータベースから持ち上げて取りかします。 























1 

システム基板 

2 

ネジ (3) 

3 

eSATA コネクタケーブルコネクタ 

4 

AC アダプタコネクタケーブルコネクタ 

5 

コンピユータベース 

6 

TV チューナーカードケーブルコネクタ 


システム基板の取り付け 

1. システム基板をコンピュータベースに取り付けます。 

2. eSATA コネクタケーブル、 AC アダプタコネクタケーブル、および TV チューナーカードケーブルを、それぞれのシステム基巧コネクタに巧統します。 

3. システム基板をコンピュータベースに固をする3本のネジを取り付けます。 

4. 左ち両方の電源/バッテリライトケーブル、ディスプレイケーブル、カメラケーブルを配線ガイドに通し、それぞれのシステム其板コネクタじ巧結します （ ディスブレイアセンブリの取りがけ ホ巻 

照)。 

日.オーディオボードを取り付けます ( 才ーディオボードの 取り付け を 参照）。 

6. サブウー/\—を取り讯ナます 【 サブウー/\—の取りせ け を参照）。 

7. IEEE 1394モジュールを取りけ■けます （ IEEE 1394モジュールの取りな け を参照）。 

8. 化をドライブを取りかけます ( おをドライブのおり付け ホを昭）。 

9. パームレストを取り讯ナモす （ パームレストの取りが け をを昭）。 

10. ミニカードがある場合は、力ードを取 y かけます ( ミニカードの取り村 ■け を参聞)。 

11. コイン巧バッテリを取りけ•けます ( コインおバッテリのおり付け ホき鹿）。 

12. サーマルファンを取りがけます （ サーマルファンの取りが け を を照）。 

13. キットに含まれている新しいサーマル;ちがパッドの裏面を剥がし、プロセッサヒートシンクの中央演富処理装置 ( CPU ) およびグラフィック処理装置を覆う部分にパッドをおり付けます。 

じ メモ； プロセッサ、サーマルファン、またはシステム基キ反を交換する場合は、熱伝導性を確実に得るため、キット巧のサーマル;令却パッドをプロセッサヒートシンクに使巧してください。古い 
サーマル;令がパッドを再利巧しないでください。 

14. プロセッサヒートシンクを取りがけます ヴロセッサヒートシンクの取りせ け を参照）。 

15. メモリモジュールを取り付けまず （ メモリモジュールの取りが け を参照）。 

16. M - ドディスクドライブを取り付けます （ ハードディスクドライブの取リ讯 す をを暖）。 

17. リヤキャップを取りかけます （ リヤキャップの取りけ け を参隔）。 

18. ベースカバーを取リ讨けます （ ベースカバーの巧りけけ ホき照）。 
























O を意； コンピュータの電源を入れる前にすベてのネジを取り付け、コンピュータ内部にネジが残っていないか確認します。巧卽にネジが残っていると、コンピュータに損傷を与える恐れがありま 
W ず。 


19. コンピュータの電源を入れまず。 

心 メモ： システム基板を取り付けたら、取り讯ナたシステム基板の BIOS に コン ピュータのサービスタグを入力します。 


20. 交換用のシステム基板に付属している BIOS アップグレード用 CD を適切なドライブに挿入します。画面の指示に従ってくださし、。 
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Del|TM Studio XPS ™ 1640サー ビス マニュアル 

メモ、を意、警告 

b メモ： コン ピュータを使いやすくするための重要な情報を説明してしなす。 

〇 を意： ドウエアの損協やデータの損失の可能巧を示し、そのあ険を回避するための方法を説明しています。 

^ 警告： 物的振古、けが、または死亡の巧因となる可お性があることを示しています。 

この文書の情報は、 事 怖の通巧な <た更されることがあ y ます。 

© 2008 すぺての着か*!は Dell Inc. にわります， 

Dell Inc. の書面による許可のない複毁は.いかなる斤》勒こおいてもあ重に禁じられています。 

本書じ巧巧されている商语： DeN、XPS および DELL ロゴは Dell Inc. の商標です。 Bluetooth は Bluetooth SIG, Inc. が巧有するき録商標で、 Dell はライセンスにさづいてを巧しています。 Microsoft, Windows. 
Windows Vista. および Windows Vista スタートボタンのロゴはホ国およびその化の国じおける Microsoft Corporation の商標またはま録商標です。 

この义書では.上記記®レ： i かの商语およびをなをが巧巧されている場合があ y ます。これらの商读や会社ちは--切 Dell Inc. I こ质属するものではありません。 

2008 年 12 巧 Rev.AOO 


且ジに夏る 
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TV チューナーカード(オプション) 

Del|TM Studio XPS™ 1640 サー ビス マニュアル 

♦ TV 于ューナーカードの取り外し 

♦ TV 于ューナーカードの取り付け 


^ 警吿； コン ピュータ巧巧の作業を抢める前に、お巧いの コン ピュータに付*しているガイドの、ま全にお巧いいただ<ためのを意事巧をおなみください。巧をにも'巧いいただくため 
のべストプラクティスの追加情巧に田しては、規が順守ホームぺージ www.dell.com/regulatory_compliance をご)!ください。 

〇 を 意； 静電気による損傷を避けるため、静電気防止用リスいくンドを使用するか、またはコンピュータの背面パネルなど塗装されていない金属面に定期的に触れて、詩電気をき体から除去して 
W ください。 

〇 を 意： コンピュータの修理ホ、認可された技術者のみが巧って〈ださい。デルで認められてし々い修理（内部作業）による損傷は、保証の対象となりません。コンピュータにか属してしぶにステ 
^ム情報ガイド』のを全にお使いいただ<ためのま意事項を読み、その指示に従って〈ださい。 

〇 ま 意： コンピュータ内部の巧業を指める師こ、システム基板への損復を防ぐため、メインバッテリを取りかします ( コンピュータ内部の作業を始める 前に を参照）。 
b メモ： TV チューナーカードは、一部の地域ではご利巧いただけません。 


TV チューナーカードの取り外し 

1. 巧業を開始ずる前 I こ の手順に従ってください。 

2. パームレストを取り外しまず （ パームレストの取り かし を参照）。 

3. TV チューナーカードを固定しているネジをかします。 

4. TV チューナーカードケーブルの配線経路をメモしてから、力ードおよびシステム基板のコネクタから TV チューナーカードケーブルを外します。 

5. TV チューナーカードおよびケーブルを持ち上げて、コンピュータベースから取り出します。 



1 

TV チューナーカードケーブル 

2 

TV チューナーカード 


TV チューナーカードの取り付け 

1. TV チューナーカードをコンピュータベースに配置します。 

2. TV チューナーカードを固定するネジを取りがけます。 

3. TV チューナーカードケーブルを配線ガイドに通し、力ードおよびシステム基おのコネクタに接続します。 

4. パームレストを取りかけます （ パームレストの取りかけ ホを蹈）。 

〇 を 意； コンピュータの電源を入れる前にすベてのネジを取り付け、コンピュータ内部にネジが残ってし々いか確認します。内部にネジが残っていると、コンピュータに損傷を与える巧れがありま 
W す。 


















